
　

今
年
度
の
鎌
倉
市
の
待
機

　

今
年
度
の
鎌
倉
市
の
待
機

児
童
数
（
４
月
１
日
現
在
）

児
童
数
（
４
月
１
日
現
在
）

は
4444
人
で
、
前
年
同
期
よ
り

人
で
、
前
年
同
期
よ
り

６
人
減
っ
た
。
鎌
倉
市
は

６
人
減
っ
た
。
鎌
倉
市
は

「
平
成

「
平
成
2929
年
度
ご
ろ
ま
で
に

年
度
ご
ろ
ま
で
に

待
機
児
童
の
解
消
を
」
と
今

待
機
児
童
の
解
消
を
」
と
今

年
度
の
主
要
事
業
に
子
育
て

年
度
の
主
要
事
業
に
子
育
て

支
援
施
設
の
整
備
を
掲
げ
行

支
援
施
設
の
整
備
を
掲
げ
行

政
に
取
り
組
む
。

政
に
取
り
組
む
。

　

４
月
に
岡
本
に
民
間
の
保

　

４
月
に
岡
本
に
民
間
の
保

育
施
設
が
開
設
し
た
ほ
か
、

育
施
設
が
開
設
し
た
ほ
か
、

稲
瀬
川
・
材
木
座
保
育
園
を

稲
瀬
川
・
材
木
座
保
育
園
を

由
比
ガ
浜
３
丁
目
の
旧
鈴
木

由
比
ガ
浜
３
丁
目
の
旧
鈴
木

邸
跡
地
に
移
転
・
統
合
し
、子

邸
跡
地
に
移
転
・
統
合
し
、子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害

児
放
課
後
余
暇
支
援
、
津
波

児
放
課
後
余
暇
支
援
、
津
波

避
難
ビ
ル
の
機
能
を
持
た
せ

避
難
ビ
ル
の
機
能
を
持
た
せ

「（
仮
称
）
由
比
ガ
浜
子
ど

「（
仮
称
）
由
比
ガ
浜
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備

も
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備

す
る
建
設
工
事
を
進
行
中
。

す
る
建
設
工
事
を
進
行
中
。

　

６
月
か
ら
「
保
育
コ
ン
シ

　

６
月
か
ら
「
保
育
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
」
を
導
入
さ
せ
、

ェ
ル
ジ
ュ
」
を
導
入
さ
せ
、

保
育
士
が
保
育
の
相
談
に
応

保
育
士
が
保
育
の
相
談
に
応

じ
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

じ
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

た
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
保
育
課
☎
０
４
６
７
・

る
。
保
育
課
☎
０
４
６
７
・

6161
・
３
８
９
７

・
３
８
９
７

　

一
方
、
放
課
後
、
小

　

一
方
、
放
課
後
、
小

学
生
児
童
（
学
童
）
を

学
生
児
童
（
学
童
）
を

預
か
る
学
童
保
育
「
鎌

預
か
る
学
童
保
育
「
鎌

倉
市
子
ど
も
の
家
」

倉
市
子
ど
も
の
家
」

（
市
内

（
市
内
1616
カ
所
）で
も
、

カ
所
）で
も
、

５
月
５
月
1717
日
現
在
、

日
現
在
、
3838
人

が
待
機
し
て
い
る
。
こ

が
待
機
し
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
て
今
年
４
月

れ
を
受
け
て
今
年
４
月

か
ら
国
の
放
課
後
児
童

か
ら
国
の
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
と
し
て
市
の

健
全
育
成
事
業
と
し
て
市
の

認
定
を
受
け
て
、
民
間
学
童

認
定
を
受
け
て
、
民
間
学
童

保
育
が
市
内
２
カ
所
で
行
わ

保
育
が
市
内
２
カ
所
で
行
わ

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
市
大
町
の
学
童
保
育

　

鎌
倉
市
大
町
の
学
童
保
育

施
設
「
晴
れ
間
」
は
６
月
１

施
設
「
晴
れ
間
」
は
６
月
１

日
現
在

日
現
在
1919
人
が
在
籍
。
放
課

人
が
在
籍
。
放
課

後
、
学
校
や
鎌
倉
駅
で
迎
え

後
、
学
校
や
鎌
倉
駅
で
迎
え

て
施
設
で
宿
題
や
自
習
を
行

て
施
設
で
宿
題
や
自
習
を
行

い
、
午
後
５
時
以
降
家
ま
で

い
、
午
後
５
時
以
降
家
ま
で

送
り
届
け
る
。
ス
タ
ッ
フ
は

送
り
届
け
る
。
ス
タ
ッ
フ
は

代
表
の
石
井
宏
和
さ
ん（

代
表
の
石
井
宏
和
さ
ん（
3737
）

と
学
童
保
育
指
導
員
経
験

と
学
童
保
育
指
導
員
経
験

者
、
保
育
士
ら
４
人
。
石
井

者
、
保
育
士
ら
４
人
。
石
井

さ
ん（
さ
ん（
3737
）は
、
「
自
分
の
家

）は
、
「
自
分
の
家

も
商
店
で
親
の
大
変
さ
を
見

も
商
店
で
親
の
大
変
さ
を
見

て
き
た
の
で
、
自
然
の
中
で

て
き
た
の
で
、
自
然
の
中
で

子
ど
も
た
ち
を
の
び
の
び
と

子
ど
も
た
ち
を
の
び
の
び
と

遊
ば
せ
た
い
と
思
っ
た
」

遊
ば
せ
た
い
と
思
っ
た
」

と
、
坂
の
上
の
、
海
ま
で
見

と
、
坂
の
上
の
、
海
ま
で
見

渡
せ
る
一
軒
家
を
改
装
し
て

渡
せ
る
一
軒
家
を
改
装
し
て

施
設
を
造
っ
た

施
設
を
造
っ
た
＝
写
真
上

＝
写
真
上
。

　

定
員

　

定
員
4040
人
。
平
日
は
下
校

人
。
平
日
は
下
校

時
か
ら
最
長
午
後
９
時
ま

時
か
ら
最
長
午
後
９
時
ま

で
。
土
曜
ま
で
の
週
６
回

で
。
土
曜
ま
で
の
週
６
回

の
利
用
で
３
５
，
８
０
０

の
利
用
で
３
５
，
８
０
０

円
（
送
迎
、
お
や
つ
代
含

円
（
送
迎
、
お
や
つ
代
含

む
）
。
週
３
回
や
、
１
回
の

む
）
。
週
３
回
や
、
１
回
の

み
の
利
用
も
可
。
☎
０
４
６

み
の
利
用
も
可
。
☎
０
４
６

７
・
７
・
2323
・
６
５
７
７

・
６
５
７
７

　

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
の
江
ノ

　

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
の
江
ノ

電
和
田
塚
駅
そ
ば
の
「
鎌
倉

電
和
田
塚
駅
そ
ば
の
「
鎌
倉

Ａ
ｍ
ｉ
」
に
は
６
月
１
日
現

Ａ
ｍ
ｉ
」
に
は
６
月
１
日
現

在
５
人
が
在
籍
。
主
宰
の
瀧

在
５
人
が
在
籍
。
主
宰
の
瀧

川
美
穂
子
さ
ん

川
美
穂
子
さ
ん
＝
写
真
下

＝
写
真
下

＝
ら
７
人
が
交
代
制
で
保

ら
７
人
が
交
代
制
で
保

育
に
あ
た
る
。
瀧
川
さ
ん

育
に
あ
た
る
。
瀧
川
さ
ん

は
、
は
、
4040
年
ほ
ど
前
か
ら
こ

年
ほ
ど
前
か
ら
こ

こ
で
音
楽
教
室
を
主
宰
し

こ
で
音
楽
教
室
を
主
宰
し

音
楽
・
幼
児
教
育
を
し
て

音
楽
・
幼
児
教
育
を
し
て

い
る
。
学
童
保
育
を
始
め

い
る
。
学
童
保
育
を
始
め

た
の
は
、
３
年
ぐ
ら
い
前

た
の
は
、
３
年
ぐ
ら
い
前

か
ら
生
徒
の
保
護
者
た
ち

か
ら
生
徒
の
保
護
者
た
ち

に
「
安
心
し
て
子
ど
も
が

に
「
安
心
し
て
子
ど
も
が

預
け
ら
れ
る
場
所
が
ほ
し

預
け
ら
れ
る
場
所
が
ほ
し

い
」
と
相
談
を
受
け
て
い

い
」
と
相
談
を
受
け
て
い

た
の
が
き
っ
か
け
。
自
宅
を

た
の
が
き
っ
か
け
。
自
宅
を

改
装
し
て
子
ど
も
の
居
場
所

改
装
し
て
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
を
し
た
。
こ
こ
で
の

づ
く
り
を
し
た
。
こ
こ
で
の

特
色
は
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ

特
色
は
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
指
導
と
、
週
２
回
、

リ
ン
の
指
導
と
、
週
２
回
、

学
習
指
導
が
あ
る
こ
と
。
定

学
習
指
導
が
あ
る
こ
と
。
定

員
2020
人
。
保
育
時
間
は
月
曜

人
。
保
育
時
間
は
月
曜

〜
金
曜
の
午
後
１
時
半
〜
７

〜
金
曜
の
午
後
１
時
半
〜
７

時
。
週
５
回
利
用
で
４
６
，

時
。
週
５
回
利
用
で
４
６
，

４
４
０
円（
音
楽
・
学
習
指

４
４
０
円（
音
楽
・
学
習
指

導
、お
や
つ
代
含
む
）。
週

導
、お
や
つ
代
含
む
）。
週

３
、４
回
の
利
用
も
可
。サ
マ

３
、４
回
の
利
用
も
可
。サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
受
付
中
。
☎
０

ー
ス
ク
ー
ル
受
付
中
。
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2323
・
２
１
３
７

・
２
１
３
７

　

９
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

　

９
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「
鎌
倉
学
び
舎
」は
、
日
本
の

「
鎌
倉
学
び
舎
」は
、
日
本
の

伝
統
文
化
が
学
べ
る
学
童
保

伝
統
文
化
が
学
べ
る
学
童
保

育
施
設
。
鎌
倉
山
の
古
民
家

育
施
設
。
鎌
倉
山
の
古
民
家

に
開
設
さ
れ
、
三
味
線
や
日

に
開
設
さ
れ
、
三
味
線
や
日

本
舞
踊
、茶
道
、華
道
、
書
道

本
舞
踊
、茶
道
、華
道
、
書
道

な
ど
を
専
任
講
師
が
教
え
る

な
ど
を
専
任
講
師
が
教
え
る

＝
写
真
右

＝
写
真
右
。
代
表
の
潮
見
雅

。
代
表
の
潮
見
雅

利
さ
ん（

利
さ
ん（
3535
）は
学
習
を
通
し

）は
学
習
を
通
し

て
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ

て
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
願
う
。
定
員

け
て
ほ
し
い
と
願
う
。
定
員

2020
人
。
週
５
回
の
利
用
で
９

人
。
週
５
回
の
利
用
で
９

９
，
８
０
０
円
。
週
３
、
４

９
，
８
０
０
円
。
週
３
、
４

回
の
利
用
も
可
。
☎
０
９
０

回
の
利
用
も
可
。
☎
０
９
０

･
４
５
３
２

４
５
３
２
･
７
５
５
０

７
５
５
０

　

太
い
緑
の
葉
の
間
か
ら
茎

　

太
い
緑
の
葉
の
間
か
ら
茎

を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
、
先
端

を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
、
先
端

に
純
白
の
花
を
多
数
つ
け
る

に
純
白
の
花
を
多
数
つ
け
る

イ
ン
ド
ハ
マ
ユ
ウ
。
漏
斗
状

イ
ン
ド
ハ
マ
ユ
ウ
。
漏
斗
状

の
清
楚
な
、
花
と
ツ
ヤ
の
あ

の
清
楚
な
、
花
と
ツ
ヤ
の
あ

る
緑
の
葉
が
雨
に
映
え
る
。

る
緑
の
葉
が
雨
に
映
え
る
。

　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
ハ
ナ
オ
モ

　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
ハ
ナ
オ
モ

ト
属
の
多
年
草
で
、
日
本
に

ト
属
の
多
年
草
で
、
日
本
に

は
昭
和
初
期
に
渡
来
し
た
と

は
昭
和
初
期
に
渡
来
し
た
と

い
う
。
別
名
ア
フ
リ
カ
ハ
マ

い
う
。
別
名
ア
フ
リ
カ
ハ
マ

ユ
ウ
。

ユ
ウ
。

　

草
丈
は

　

草
丈
は
5050
㌢
〜
１
㍍
に
及

㌢
〜
１
㍍
に
及

び
、
幅
が
広
く
、
長
さ

び
、
幅
が
広
く
、
長
さ
6060
、

7070
㌢
ほ
ど
あ
る
葉
を
周
囲
に

㌢
ほ
ど
あ
る
葉
を
周
囲
に

し
な
や
か
に
広
げ
る
。
６
月

し
な
や
か
に
広
げ
る
。
６
月

下
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
の

下
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
の

梅
雨
の
時
期
に
ユ
リ
の
よ
う

梅
雨
の
時
期
に
ユ
リ
の
よ
う

な
花
を

な
花
を
1010
数
個
咲
か
せ
る
。

数
個
咲
か
せ
る
。

　

日
本
の
海
岸
の
砂
地
に
自

　

日
本
の
海
岸
の
砂
地
に
自

生
す
る
ハ
マ
ユ
ウ
は
同
属

生
す
る
ハ
マ
ユ
ウ
は
同
属

で
、
花
び
ら
が
細
長
く
芳
香

で
、
花
び
ら
が
細
長
く
芳
香

が
あ
る
。

が
あ
る
。

　

大
巧
寺
境
内
の
小
道
の
両

　

大
巧
寺
境
内
の
小
道
の
両

側
で
参
拝
客
を
出
迎
え
る
よ

側
で
参
拝
客
を
出
迎
え
る
よ

う
に
咲
い
て
い
た

う
に
咲
い
て
い
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

花
言
葉
は
「
ど
こ
か
遠
く

　

花
言
葉
は
「
ど
こ
か
遠
く

へ
」
。

へ
」
。

　

逗
子
の
蘆
花
記
念
公
園
内

　

逗
子
の
蘆
花
記
念
公
園
内

で
1010
年
前
か
ら
閉
鎖
さ
れ
た

年
前
か
ら
閉
鎖
さ
れ
た

ま
ま
の「
旧
野
外
活
動
セ
ン

ま
ま
の「
旧
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
」（
通
称
「
ヤ
カ
ツ
」
）

タ
ー
」（
通
称
「
ヤ
カ
ツ
」
）

を
よ
り
良
い
形
で
再
活
用
し

を
よ
り
良
い
形
で
再
活
用
し

よ
う
と
市
民
ら
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

よ
う
と
市
民
ら
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
逗
子
ヤ
カ
ツ
の
会
」
を

人
「
逗
子
ヤ
カ
ツ
の
会
」
を

立
ち
上
げ
、
６
月

立
ち
上
げ
、
６
月
1212
日
設
立

日
設
立

総
会
と
交
流
会
が
桜
山
下
会

総
会
と
交
流
会
が
桜
山
下
会

館
で
行
わ
れ
、
約

館
で
行
わ
れ
、
約
2020
人
が
意

人
が
意

見
交
換
し
た

見
交
換
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
中
の
宿
泊

　

同
セ
ン
タ
ー
の
中
の
宿
泊

棟
（
延
床
面
積
約
８
百
㎡
・

棟
（
延
床
面
積
約
８
百
㎡
・

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階

建
）
を
改
装
し
、
「
も
の
づ

建
）
を
改
装
し
、
「
も
の
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
リ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
を
住
民
と
し
て
呼

エ
イ
タ
ー
を
住
民
と
し
て
呼

び
込
む
構
想
。
若
者
の
移
住

び
込
む
構
想
。
若
者
の
移
住

促
進
、「
職
住
近
接
の
ま
ち
づ

促
進
、「
職
住
近
接
の
ま
ち
づ

く
り
」
で
創
作
活
動
に
よ
る

く
り
」
で
創
作
活
動
に
よ
る

多
世
代
交
流
・
教
育
・
起
業
の

多
世
代
交
流
・
教
育
・
起
業
の

後
押
し
・
空
き
家
再
生
事
業

後
押
し
・
空
き
家
再
生
事
業

な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
地
域

な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
拠

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
拠

点
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
る
。

点
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
る
。

　

「
ヤ
カ
ツ
」
は
１
９
６
９

　

「
ヤ
カ
ツ
」
は
１
９
６
９

年
に
民
間
企
業
の
寮
と
し
て

年
に
民
間
企
業
の
寮
と
し
て

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
8585
年

に
市
の
所
有
と
な
り
宿
泊
棟

に
市
の
所
有
と
な
り
宿
泊
棟

と
し
て
利
用
し
て
い
た
が
、

と
し
て
利
用
し
て
い
た
が
、

２
０
０
６
年
の
閉
鎖
後
は
、

２
０
０
６
年
の
閉
鎖
後
は
、

老
朽
化
と
耐
震
性
の
問
題
で

老
朽
化
と
耐
震
性
の
問
題
で

立
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

立
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
昨
年
の
再
調
査
で
耐

し
か
し
昨
年
の
再
調
査
で
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今

と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今

年
は
関
東
学
院
大
学
が
県
の

年
は
関
東
学
院
大
学
が
県
の

助
成
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

助
成
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

４
回
開
催
し
、
も
の
づ
く
り

４
回
開
催
し
、
も
の
づ
く
り

や
防
災
、
空
き
家
対
策
を
テ

や
防
災
、
空
き
家
対
策
を
テ

ー
マ
に
「
ヤ
カ
ツ
」
を
実
際

ー
マ
に
「
ヤ
カ
ツ
」
を
実
際

に
利
用
す
る
活
動
を
行
っ

に
利
用
す
る
活
動
を
行
っ

た
。
建
物
は

た
。
建
物
は
3535
㎡
の
２
Ｋ
が

㎡
の
２
Ｋ
が

1111
戸
と
個
室
、
共
同
浴
室
や

戸
と
個
室
、
共
同
浴
室
や

食
堂
が
あ
り
、
１
階
を
ラ
ウ

食
堂
が
あ
り
、
１
階
を
ラ
ウ

ン
ジ
、２
、３
階
を
ク
リ
エ
イ

ン
ジ
、２
、３
階
を
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
た
め
の
賃
貸
住
居
へ

タ
ー
の
た
め
の
賃
貸
住
居
へ

と
改
装
を
計
画
し
て
い
る
。

と
改
装
を
計
画
し
て
い
る
。

　

関
東
学
院
大
学
准
教
授
で

　

関
東
学
院
大
学
准
教
授
で

建
築
家
の
日
高
仁
理
事
長

建
築
家
の
日
高
仁
理
事
長

（
4545
）
は
「
市
民
が
資
金
調

）
は
「
市
民
が
資
金
調

達
を
行
い
、
市
の
施
設
を
手

達
を
行
い
、
市
の
施
設
を
手

作
り
で
再
生
さ
せ
た
い
」
と

作
り
で
再
生
さ
せ
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。　　
　

（
Ｋ
）

話
し
て
い
る
。　　
　

（
Ｋ
）

　

鎌
倉
三
田
会
（
会
員
７
５

　

鎌
倉
三
田
会
（
会
員
７
５

０
人
・
石
渡
徳
一
会
長
）
の

０
人
・
石
渡
徳
一
会
長
）
の

総
会
・
懇
親
会
が
６
月

総
会
・
懇
親
会
が
６
月
1919
日

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

そ
の
席
で
石
渡
会
長
が
、
鎌

そ
の
席
で
石
渡
会
長
が
、
鎌

倉
に「
塾
生
会
」が
立
ち
上
げ

倉
に「
塾
生
会
」が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

塾
生
会
は
慶
応
義
塾
大
學

　

塾
生
会
は
慶
応
義
塾
大
學

に
在
籍
中
の
学
生
で
構
成
さ

に
在
籍
中
の
学
生
で
構
成
さ

れ
、
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

れ
、
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

地
域
文
化
の
向
上
と
と
も
に

地
域
文
化
の
向
上
と
と
も
に

交
流
を
通
し
、
相
互
理
解
を

交
流
を
通
し
、
相
互
理
解
を

目
指
す
。

目
指
す
。

　

４
年
生
で
応
援
指
導
部
の

　

４
年
生
で
応
援
指
導
部
の

久
保
田
智
彦
さ
ん
が
今
年
５

久
保
田
智
彦
さ
ん
が
今
年
５

月
か
ら
会
員
を
募
っ
た
。
三

月
か
ら
会
員
を
募
っ
た
。
三

田
会
に
も

田
会
に
も
1515
人
ほ
ど
が
参
加

人
ほ
ど
が
参
加

し
、
親
睦
を
深
め
て
い
た

し
、
親
睦
を
深
め
て
い
た
＝

写
真
写
真
。
問
い
合
わ
せ
久
保
田

。
問
い
合
わ
せ
久
保
田

さ
ん
☎
０
９
０
・
２
５
５
２

さ
ん
☎
０
９
０
・
２
５
５
２

・
２
３
３
１

・
２
３
３
１

　

北
鎌
倉
・
円
覚
寺
の
国
宝

　

北
鎌
倉
・
円
覚
寺
の
国
宝

洪お
お
が
ね

お
お
が
ね鐘
の
弁
天
堂
茶
屋
が
４
月

の
弁
天
堂
茶
屋
が
４
月

末
に
新
装
開
店
し
た

末
に
新
装
開
店
し
た
＝
写
＝
写

真
。

　

円
覚
寺
境
内
の
東
側
の
石

　

円
覚
寺
境
内
の
東
側
の
石

段
を
１
５
０
段
ほ
ど
登
っ
た

段
を
１
５
０
段
ほ
ど
登
っ
た

眺
望
の
よ
い
高
台
に
、
北
条

眺
望
の
よ
い
高
台
に
、
北
条

貞
時
が
江
の
島
弁
財
天
に
参

貞
時
が
江
の
島
弁
財
天
に
参

籠
し
天
下
泰
平
を
祈
り
、
１

籠
し
天
下
泰
平
を
祈
り
、
１

３
０
１
年
に
鋳
造
し
て
奉
納

３
０
１
年
に
鋳
造
し
て
奉
納

し
た
大
鐘
と
、
そ
の
折
建
立

し
た
大
鐘
と
、
そ
の
折
建
立

さ
れ
た
弁
財
天
が
あ
る
。
茶

さ
れ
た
弁
財
天
が
あ
る
。
茶

屋
は
そ
の
奥
で
、
東
慶
寺
や

屋
は
そ
の
奥
で
、
東
慶
寺
や

北
鎌
倉
女
学
院
、
晴
れ
た
日

北
鎌
倉
女
学
院
、
晴
れ
た
日

に
は
富
士
山
も
望
め
る
。
室

に
は
富
士
山
も
望
め
る
。
室

内
を
含
め

内
を
含
め
4040
席
ほ
ど
あ
り
、

席
ほ
ど
あ
り
、

サ
イ
ダ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

サ
イ
ダ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

の
飲
み
物
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

の
飲
み
物
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
白
玉
小
豆
な
ど
の
和
風

ム
、
白
玉
小
豆
な
ど
の
和
風

甘
味
の
注
文
が
で
き
る
。

甘
味
の
注
文
が
で
き
る
。

　

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
３
丁
目

　

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
３
丁
目

由
比
ガ
浜
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

由
比
ガ
浜
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
建
設
地
で
実
施
さ

（
仮
称
）
建
設
地
で
実
施
さ

れ
て
い
た
長
谷
小
路
周
辺
遺

れ
て
い
た
長
谷
小
路
周
辺
遺

跡
の
発
掘
調
査
で
、
古
墳
時

跡
の
発
掘
調
査
で
、
古
墳
時

代
中
期
か
ら
後
期
（
５
〜
７

代
中
期
か
ら
後
期
（
５
〜
７

世
紀
）
の

世
紀
）
の
箱は

こ
し
き

は
こ
し
き式
石せ

っ
か
ん

せ
っ
か
ん棺
墓ぼ

１
基
１
基

を
出
土
し

を
出
土
し
＝
写
真

＝
写
真
、
６
月

、
６
月
1212

日
に
一
般
向
け
見
学
会
が
行

日
に
一
般
向
け
見
学
会
が
行

わ
れ
た
。

わ
れ
た
。

　

５
月
中
旬
、
泥
岩
の
自
然

　

５
月
中
旬
、
泥
岩
の
自
然

石
を
四
角
く
並
べ
て
使
っ
た

石
を
四
角
く
並
べ
て
使
っ
た

棺
に
蓋
が
さ
れ
て
い
る
の
が

棺
に
蓋
が
さ
れ
て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
、
掘
り
進
め
た
と

発
見
さ
れ
、
掘
り
進
め
た
と

こ
ろ
、
中
に
体
を
伸
ば
し
て

こ
ろ
、
中
に
体
を
伸
ば
し
て

あ
お
む
け
に
埋
葬
さ
れ
て
い

あ
お
む
け
に
埋
葬
さ
れ
て
い

る
褐
色
の
遺
骨
が
あ
っ
た
。

る
褐
色
の
遺
骨
が
あ
っ
た
。

1010
代
半
ば
の
男
性
と
見
ら
れ

代
半
ば
の
男
性
と
見
ら
れ

る
。
市
内
で
箱
式
石
棺
墓
の

る
。
市
内
で
箱
式
石
棺
墓
の

出
土
は
初
め
て
で
鎌
倉
の
古

出
土
は
初
め
て
で
鎌
倉
の
古

墳
時
代
を
知
る
貴
重
な
手
が

墳
時
代
を
知
る
貴
重
な
手
が

か
り
と
い
う
。

か
り
と
い
う
。

雨
に
映
え
る
イ
ン
ド
ハ
マ
ユ
ウ

雨
に
映
え
る
イ
ン
ド
ハ
マ
ユ
ウ

14343

文　
　

小
林
千
穂

文　
　

小
林
千
穂

写
真　

松
原
省
吾

写
真　

松
原
省
吾

待
機
児
童
ゼ
ロ
め
ざ
し

待
機
児
童
ゼ
ロ
め
ざ
し

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
応
相
談

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
応
相
談

　

民
間
で
特
色
あ
る
学
童
保
育
所
も
開
設

　

民
間
で
特
色
あ
る
学
童
保
育
所
も
開
設

鎌倉鎌倉

「
ヤ
カ
ツ
」を
再
生
活
用

市
民
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立

市
民
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立

逗子逗子

来
た
れ
！

来
た
れ
！

慶
大
生

慶
大
生塾生

会
発
足

塾
生
会
発
足

北
鎌
倉
の
緑
を
満
喫

北
鎌
倉
の
緑
を
満
喫

円
覚
寺
弁
天
堂
茶
屋

円
覚
寺
弁
天
堂
茶
屋

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜

新
装
開
店

新
装
開
店

古
墳
時
代
の
墓
を
出
土

古
墳
時
代
の
墓
を
出
土

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１６年（平成２８年）７月１日 第448号 1部　108円 （８）


